
今
や
、
世
界
中
で
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ（
後
天
性
免
疫
不

全
症
候
群
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ（
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
ィ
ル
ス
）

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
）患
者
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
者
報
告
数
が
増
え
て
い
る
。

近
年
は
、
中
央
ア
ジ
ア
、
東
ア
ジ
ア
で
も
感
染

が
拡
大
増
加
し
て
い
る
が
、
日
本
も
例
外
で
は
な

い
。中

で
も
、
東
京
都
は
全
国
の
報
告
数
の
約
四

〇
％
を
占
め
て
い
る
。
東
京
都
で
は
、
一
日
に
一

人
以
上
の
ペ
ー
ス
で
、
新
規
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
患
者
報
告
が
あ
る
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
と
し
て
報
告
さ
れ
る
の
は
、
自

発
的
ま
た
は
何
ら
か
の
機
会
が
あ
っ
て
検
査
を
し
、

エ
イ
ズ
特
有
の
症
状
が
出
る
前
に
、
感
染
が
分
か
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国
際
化
の
潮
流

東
京
都
の
エ
イ
ズ
の
現
状

（
エ
イ
ズ
専
門
相
談
員
か
ら
見
え
る
在
日
外
国
国
籍
感
染
者
が
抱
え
る
問
題
）

東
京
都
の
エ
イ
ズ
の
現
状

（
エ
イ
ズ
専
門
相
談
員
か
ら
見
え
る
在
日
外
国
国
籍
感
染
者
が
抱
え
る
問
題
）

東
京
都
福
祉
保
健
局
健
康
安
全
室

内
野
　
ナ
ン
テ
ィ
ヤ
ー
・
神
谷
　
昌
枝
・
飯
田
　
真
美

っ
た
場
合
で
あ
る
。
二
〇
、
三
〇
歳
代
の
こ
れ
か

ら
社
会
を
担
う
年
代
に
、
多
く
の
報
告
が
あ
る
。

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
患
者
と
し
て
報
告
さ
れ
る
の
は
、
免

疫
力
が
低
下
し
、
悪
性
腫
瘍
や
ニ
ュ
ー
モ
シ
ス
チ

ス
肺
炎
な
ど
の
エ
イ
ズ
特
有
の
症
状
が
出
て
い
る

場
合
で
あ
る
。
無
治
療
の
場
合
、
感
染
後
、
数
年

か
ら
十
数
年
で
発
症
す
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ

れ
ま
で
の
間
は
、
ほ
と
ん
ど
が
無
症
状
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
症
状
が
出
て
初
め
て
感
染
を
知
る
ケ

ー
ス
も
多
い
。
三
〇
、
四
〇
、
五
〇
歳
代
の
働
き

盛
り
の
年
代
に
多
く
な
っ
て
い
る
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
感
染
力
は
弱
く
、
感
染
を
成
立
さ
せ

る
量
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
を
含
む
体
液
は
、
血
液
、
精
液
、

１
東
京
都
の
エ
イ
ズ

東京都のHIV感染者・AIDS患者報告数の年次推移
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膣
分
泌
液
、
母
乳
の
み
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
感

染
経
路
は
限
ら
れ
て
い
る
。

感
染
経
路
は
、
性
的
接
触
に
よ
る
も
の
が
全
体

の
約
九
〇
％
を
占
め
て
い
る
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
患
者
報
告
は
日
本

国
籍
の
男
性
で
増
加
し
て
い
る
が
、
外
国
国
籍
の

方
の
報
告
も
毎
年
三
〇
件
程
度
あ
る
。

近
年
は
、
エ
イ
ズ
医
療
の
進
歩
に
伴
い
、
早
期

発
見
・
早
期
治
療
に
よ
り
、
発
病
も
長
く
抑
え
る

こ
と
が
で
き
、
発
病
後
も
す
ぐ
に
死
に
至
る
病
気

で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
エ
イ
ズ
治
療

の
医
療
費
も
高
額
で
、
服
薬
を
始
め
る
と
一
カ
月

二
〇
万
円
程
度
の
薬
代
が（
自
費
の
場
合
）
か
か

る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
感
染
前
と
あ
ま
り
変
わ

ら
な
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
い

え
、
日
本
人
で
さ
え
、
感
染
後
は
定
期
的
に
通
院

を
す
る
と
と
も
に
、
職
場
、
恋
愛
、
家
族
関
係
な

ど
に
悩
み
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
方
も
多
い
。

ま
た
、
国
に
よ
っ
て
は
、
医
療
費
や
薬
の
種
類

の
違
い
な
ど
か
ら
、
日
本
と
同
等
の
医
療
を
受

け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
、
帰
国
後
も
視
野
に
入

れ
た
治
療
が
必
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
い
ま
だ
残
る
偏
見
・
差
別
か
ら
、
相

談
で
き
る
方
も
限
ら
れ
て
お
り
、
陽
性
者
で
あ
る

こ
と
を
ほ
か
の
人
に
知
ら
せ
ず
に
生
活
し
て
い
る

方
も
多
い
。

日
本
人
へ
の
予
防
啓
発
も
重
要
だ
が
、
外
国
国

籍
の
方
々
へ
の
予
防
啓
発
、
相
談
検
査
、
サ
ポ
ー

ト
も
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

そ
こ
で
、
東
京
都
で
は
、
限
ら
れ
た
予
算
の
範

囲
内
だ
が
、
外
国
語
新
聞
へ
の
エ
イ
ズ
の
予
防
や

相
談
・
検
査
に
つ
い
て
の
広
告
を
掲
載
す
る
と
と

も
に
、
無
料
匿
名
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
が
で
き
る
東
京

都
南
新
宿
検
査
・
相
談
室
で
は
、
通
常
英
語
対
応

を
行
っ
て
い
る
。

感
染
後
、
心
理
的
・
精
神
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
必
要

な
際
に
、
英
語
や
タ
イ
語
で
の
対
応
可
能
な
エ
イ

ズ
専
門
相
談
員
を
主
治
医
か
ら
の
紹
介
に
基
づ

い
て
、
都
内
の
エ
イ
ズ
診
療
協
力
病
院
等
に
派
遣

し
て
い
る
。

・
東
京
都
南
新
宿
検
査
・
相
談
室（
要
予
約
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３
‐
３
３
７
７
‐
０
８
１
１

・
エ
イ
ズ
電
話
相
談（
エ
イ
ズ
予
防
財
団
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３
‐
５
５
２
１
‐
１
１
７
７

（
日
本
語
、
英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、

タ
イ
語
、
中
国
語
、
韓
国
・
朝
鮮
語
、
タ
ガ
ロ
グ

語
）外

国
国
籍
の
方
が
感
染
し
た
場
合
に
は
、言
葉
、

家
庭
、
帰
国
な
ど
の
問
題
を
重
層
的
に
抱
え
る

ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
エ
イ

ズ
専
門
相
談
員
の
二
人
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の

一
部
を
紹
介
す
る
。

ま
た
、
相
談
、
サ
ポ
ー
ト
に
は
多
く
の
情
報
が

必
要
な
の
で
、
情
報
収
集
も
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を

占
め
て
い
る
。
生
活
関
連
の
情
報
源
な
ど
が
あ
れ

ば
ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い
。

私
は
タ
イ
語
で
の
対
応
を
担
当
し
て
い
る
。
日

本
に
い
る
タ
イ
人
の
患
者
／
感
染
者
の
相
談
を
行

っ
て
い
る
。
精
神
的
な
サ
ポ
ー
ト
だ
け
で
は
な
く

言
葉
の
問
題
が
あ
る
と
医
療
通
訳
も
し
て
い
る
。

ま
た
医
療
ス
タ
ッ
フ
や
大
使
館
等
の
関
係
機
関
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
支

援
し
て
い
る
。

相
談
の
中
で
、
タ
イ
国
籍
の
方
や
、
今
は
日
本

国
籍
で
も
タ
イ
で
生
ま
れ
育
っ
た
方
々
が
抱
え
る

問
題
は
多
種
多
様
で
あ
る
。
例
え
ば
、
言
葉
の

問
題
の
み
な
ら
ず
、
経
済
的
問
題
、
滞
在
資
格
、

生
活
、
子
育
て
、
異
文
化
や
習
慣
の
違
い
な
ど
の

問
題
が
あ
る
。
ま
た
精
神
的
な
問
題
は
、
タ
イ
人

と
い
う
狭
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
で
病
名
を
家
族

や
仲
間
な
ど
に
隠
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
の

ス
ト
レ
ス
で
あ
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
方
々
は
、
週
末
に
な
る
と
み
ん

な
で
教
会
に
集
ま
り
、
そ
の
場
で
友
人
や
知
り
合

３
相
談
を
通
じ
て
見
え
て
く
る
在
日

外
国
国
籍
感
染
者
が
抱
え
る
問
題

２
外
国
国
籍
の
方
々
へ
の
対
応

内
野
　
ナ
ン
テ
ィ
ヤ
ー

エ
イ
ズ
を
通
し
て
タ
イ
人
が

抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
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い
な
ど
と
会
い
、
互
い
に
自
分
た
ち
の
生
活
や
困

っ
た
こ
と
な
ど
を
話
し
合
っ
た
り
し
て
い
る
が
、

タ
イ
人
は
ほ
か
の
外
国
人
と
異
な
り
、
こ
の
よ
う

な
こ
と
は
な
い
。
日
本
に
も
タ
イ
の
お
寺
は
あ
る

が
距
離
的
に
は
遠
く
て
頻
繁
に
行
け
な
い
こ
と
な

ど
か
ら
、
タ
イ
人
は
孤
立
す
る
傾
向
が
あ
る
。
ま

し
て
や
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
す
る
と
、
ま
す
ま
す
孤

独
に
な
る
。

言
葉
の
壁
や
文
化
的
背
景
に
加
え
、
日
本
の
生

活
様
式
や
習
慣
な
ど
の
違
い
で
勇
気
や
気
力
が

な
く
な
り
行
動
範
囲
が
狭
く
な
る
こ
と
が
、
自
立

を
妨
げ
て
い
く
。
抱
え
て
い
る
問
題
を
乗
り
越
え

よ
う
と
努
力
し
て
頑
張
っ
て
い
る
人
も
い
る
が
、

あ
き
ら
め
る
人
も
多
い
。

文
化
や
言
葉
に
加
え
て
病
気
と
い
う
複
雑
な

問
題
を
抱
え
て
い
る
た
め
、
本
人
の
み
な
ら
ず
日

本
の
家
族
へ
の
サ
ポ
ー
ト
も
必
要
で
あ
る
。
し
か

し
、
文
化
、
言
葉
の
壁
と
エ
イ
ズ
へ
の
偏
見
か
ら
、

相
談
で
き
る
友
人
も
な
く
、
さ
ら
に
孤
独
に
な
る

と
い
う
悪
循
環
に
陥
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
最
終
的
に
配
偶
者
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
く
な
る
が
、
配
偶
者
に
は
重
荷
に
な
り
、
こ
れ

が
か
え
っ
て
夫
婦
の
抱
え
る
問
題
を
大
き
く
さ
せ

て
し
ま
う
の
だ
。
あ
る
配
偶
者
は
患
者
の
文
化
や

習
慣
な
ど
を
理
解
せ
ず
、
か
え
っ
て
言
葉
の
暴
力

を
し
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
。
患
者
は
ス
ト
レ
ス

を
抱
え
我
慢
す
る
こ
と
に
な
り
、
生
き
る
気
力
を

失
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
相
談
や
情
報
収
集
へ
の
ア

ク
セ
ス
も
困
難
だ
。
帰
国
希
望
の
患
者
／
感
染
者

へ
は
、
母
国
の
治
療
情
報
を
提
供
し
た
り
、
日
本

と
タ
イ
の
関
係
機
関
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
連
携
し
、
無
事

に
帰
国
す
る
た
め
の
橋
渡
し
の
役
割
を
し
て
い

る
。日

本
で
生
活
す
る
タ
イ
人
の
感
染
者
が
、
少
し

で
も
安
心
し
て
療
養
生
活
が
送
れ
る
た
め
に
サ
ポ

ー
ト
を
し
て
い
る
。

東
京
都
エ
イ
ズ
専
門
相
談
員
と
し
て
英
語
で

の
対
応
を
担
当
し
て
約
九
年
に
な
る
が
、
在
日
外

国
人
感
染
者
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
必
要
と
し

て
い
る
。
具
体
的
な
か
か
わ
り
を
通
し
て
、
在
日

外
国
人
感
染
者
の
抱
え
る
問
題
の
一
部
を
紹
介

す
る
。

在
日
外
国
人
感
染
者
は
、
日
本
人
な
ら
普
通

に
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
生
活
上
の
多
く

の
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
例

え
ば
、
薬
の
副
作
用
で
血
糖
値
が
高
く
な
っ
た
方

へ
の
食
事
管
理
に
つ
い
て
は
、
通
訳
と
し
て
か
か

わ
る
だ
け
で
な
く
、
食
べ
物
の
大
ま
か
な
カ
ロ
リ

ー
や
塩
分
が
記
載
さ
れ
た
食
品
交
換
票
の
英
訳

を
行
っ
た
り
、
子
ど
も
の
幼
稚
園
入
園
を
希
望
し

た
患
者
の
た
め
に
は
、
幼
稚
園
に
つ
い
て
の
情
報

の
英
訳
が
求
め
ら
れ
た
り
し
た
。
ま
た
妊
娠
し
た

患
者
へ
は
、
英
語
で
の
対
応
が
可
能
な
母
親
学
級

を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
を
探
し
た
り
、
住
居
探

し
に
苦
慮
し
て
い
た
患
者
へ
は
、
保
証
人
問
題
を

扱
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ア
パ
ー
ト
探
し
か
ら
大
家
と
の
交

渉
ま
で
を
手
伝
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連
携
を
と
り
、
無
事

に
ア
パ
ー
ト
入
居
ま
で
た
ど
り
着
く
、
と
い
っ
た
ケ

ー
ス
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
病
状
や
ビ
ザ
の
関
係
等
に
よ
り
、
母
国

に
戻
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
患
者
に
関
し

て
は
、
専
門
相
談
員
の
人
的
資
源
を
通
し
て
、
母

国
で
活
動
し
て
い
る
医
師
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
連
絡
し
、

母
国
の
最
新
の
医
療
情
報
や
心
理
社
会
的
支
援

情
報
を
提
供
し
、
帰
国
費
用
が
不
足
し
て
い
る
場

合
は
、
感
染
者
に
特
化
し
た
基
金
に
代
理
申
請
す

る
こ
と
も
行
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
在
日
外
国
人
感
染
者
は
、
Ｈ
Ｉ

Ｖ
の
専
門
相
談
の
み
な
ら
ず
通
訳
か
ら
必
要
情

報
の
収
集
、
英
訳
に
至
る
ま
で
幅
広
い
支
援
を

求
め
て
お
り
、
多
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
柔
軟
な

対
応
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
す
べ
て
の
新
規
感
染
者
に
必

ず
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
会
わ

せ
る
な
ど
ケ
ア
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
①

二
次
感
染
予
防
を
含
め
た
感
染
予
防
、
②
早
期

に
検
査
を
促
し
早
期
か
ら
の
健
康
管
理
に
よ
り

医
療
費
増
加
を
抑
制
、
に
成
功
し
た
例
も
あ
る
。

日
本
に
お
い
て
も
日
本
人
感
染
者
の
み
な
ら
ず

在
日
外
国
人
感
染
者
の
ケ
ア
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
感
染
予
防
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

国際化の潮流

エ
イ
ズ
専
門
相
談
を
通
し
て

見
え
て
く
る
在
日
外
国
人
が

抱
え
る
問
題

神
谷
　
昌
枝


